























































西村真次『神話学概論』によれば、その分布は、 「日本」 、 「朝鮮」 、 「蒙古」 、 「シベリア・ロシヤ線」 、 「北海沿
岸」 、 「地中海沿岸」 、 「南西亜細亜」 、 「太平洋中」 、 「南北両米大陸」など、全世界に及び、 「変化の方則に従うて
源氏物語と長恨歌　其七
一九三
種々に変化し」 、 「色々の変形を見るに至つた」 。　「地理的、並びに社会的環境で、海岸、湖畔、河辺にあつては白鳥になつてゐるものが、平野では鳩になり、山間では狼になり、海島では海豹になるといふ風 変る。また男性の方は蒙古、ポメラニヤ、ジャワ、ギヤナなどでは猟師になり、三保、スダランドシヤなどの海国では漁夫になり、山間では樵夫になり、原野では牧羊者になつてゐる」 。　無論、羽衣説話における天人の羽衣による飛昇もあるいは鶴女房における鶴もまた、白鳥の「色々の変形」の
一つである。　
特に、竹取説話における女主人公、 『竹取物語』の「かくや姫」に当る女性が、しばしば鶯の巣の卵から生ま



















　『竹取物語』の「かくや姫」が、始め「いと幼なければ、籠に入れて養ふ」と、 「籠」の中で育てられたのも、そのような主人公としての素姓によるものと考えようとする意見もある。 「 を「籠に入 養ふ」 あるのも、単に翁の商売柄の籠といふ意味でなく、姫の前蹤譚が鳥 あった名残を この辺に留めてゐる だ 解され
一九四
ないこともないわけです」 （三谷栄一『学生の為めの竹取物語の鑑賞』 ） 。　
したがって、竹取説話の愛好、ひいては羽衣説話の愛好とは、白鳥処女説話が世界的に愛好せられているとい





































































女説話における白鳥の「変形」であったと言うべきであろう。　「空蝉」に「蜻蛉」 。 『源氏物語』にあっては、光源氏も薫も、白鳥処女説話の白鳥のように、ともに女に去られてしまう。しかし、実は薫は、 「蜻蛉」と喩えられた宇治大君に対して、 「空蝉」に対する光源氏と同じ轍を踏んでいたのである。　すなわち、総角の巻。自らへの薫の恋情を妹中君へ向けさせようとする大君は、寝所へ忍ぶ薫の気配を逸早く




























処女説話がいかに大きな存在であったか、改めて認識を迫られることになるであろう。　『源氏物語』における『長恨歌』の存在の大きさ、ひいてはその深層に見出された羽衣説話の存在の大きさ。それらの根底には、白鳥処女説話への尋常ならざる関心が、さらに斥出されることになる。　「空蝉」にせよ「蜻蛉」にせよ、去って行ってしまった女を喩えるには、飛ぶ虫もまたふさわしい。地上に縛りつけられた人間を尻目に 自在 天空を飛昇して行く、鳥や虫の姿に、人は、追って帰らぬ女性の姿を重ねたのではなかろうか。一時自分の元にあると思った女に、突然去られてしまった喪失感は、まさに人間の手には絶対に届かぬ空へ飛び立って行った鳥や虫のように、感じられたであろう。　世界に広く分布する白鳥処女説話において、去って行く女が なぜ白鳥を典型とする鳥の姿に変身するのか、











































の花を、持つて来て咲かせたのは日本人の巧み、巧みと言はうよりも我が親との、夢を美しくする能力では無かつたか」 （柳田国男「天の南瓜」 『昔話覚書』 ） 。其六参照。
（付記）
　
本稿成るに当って、平成二十八年度成城大学特別研究助成を受けた。
